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論文内容の要旨 
  
乳癌の浸潤性乳管癌において、Fibrotic focus (FF)は患者の予後を予測する場合に有用な組織
学的因子であることは以前から報告されている。 
【目的】今回、258 例の浸潤性乳管癌を対象とし、Fibrotic focus の有無で分類し、Fibrotic 
focus の存在が tumor-associated macrophage（TAM）の浸潤と有意な相関を示すかどうか、TAM
が初回腫瘍再発の有意な指標となるか、臨床病理学的因子との多変量解析により検討した。 
【方法】TAM のマーカーとして用いられる CD68, CD204, CD163 を免疫組織染色で評価した。弱
拡大で hot spot を 3 か所設定し、それぞれの hot spot を強拡大で CD68、CD204、CD163 陽性 TAM
数を計測し、3か所の平均値を cut-off 値として、低・高値群に分けた。 
【結果】CD68、CD204、CD163 陽性 TAM 浸潤と最も密接に相関した因子は Fibrotic focus であ
った。TAM 浸潤の中で、腫瘍再発の有意な指標となったのは、CD204 陽性 TAM 高値のみであった。
CD204TAM と相関した因子は、 Fibrotic focus、組織異型度、ER/PR であったが、Fibrotic focus
と CD204TAM からなるスコア分類は浸潤性乳管癌患者転帰を推測する上で、組織異型度と CD204TAM
並びに ER/PR と CD204TAM スコア分類に有意に優った。 
【結論】Fibrotic focus は TAM 浸潤と密接に相関する形態因子であり、CD204TAM は浸潤性乳管
癌内に Fibrotic focus が存在する場合、患者の転帰を正確に推測する上で極めて有用であった。 
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